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今日の資料
0301-1/12

• 「ketindy home」で検索
https://s-takato.github.io/ketcindyorg/

indexj.html

• Archivesの josai250301にプレゼン縮約版を掲載

https://s-takato.github.io/ketcindyorg/indexj.html
https://s-takato.github.io/ketcindyorg/indexj.html


MNR法
0301-2/12

• 和算 (算額)の問題は，結果は美しいが計算が複雑なも
のも多い

• 数式処理で解くことを試みた
• 三角形が含まれる問題について
は，根号が入る連立方程式になっ
て，数式処理ではまず解けない

• そこで，MNR法を考案した
• Maxima と KETCindy を用い
て，より対話的にした
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MNR法による諸量の表現
0301-3/12
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• m = tan B
2
, n = tan C

2
,内接円の半径 r

• 三角形の諸量はm,n, rの有理式で表される
vtxL= B(− r

m
, −r)

vtxR= C( r
n
, −r)

edgB= BC = r
m

+ r
n

edgL= AB = r(1+m2)
m(1−nm)

• 角の演算
補角 supA(t)= tan π−α

2
= 1

t

和plusA(t1,t2)= t1+t2
1−t1·t2



MaximaのMNRパッケージ
0301-4/12

sin 59%

cos 28%

tan 13%

• 基本コマンド
putT(m,n,r) 三角形をおく
slideT(p1,p2) p1がp2に一致するように平行移動
rotateT(m,p) pを中心に (m)だけ回転
回転はθの正弦と余弦，よって tan θ

2
で表される

• その他の汎用関数，式の簡単化の関数などを組み込み
• Maximaのコマンド列の最初にMxbatch("mnr")を
おく



Readymnrによる準備
0301-5/12

• コマンドReadymnrをライブラリに追加
• ketcindyのファイル (00start.cdyなど)を開く
Cindy画面 Figures Ketlib

• https://youtu.be/CxTcMnjnZAo

Readymnrの作成にCindyScriptの汎用性が役立つ

https://youtu.be/CxTcMnjnZAo


和算の授業展開
0301-6/12

(1) 算額の紹介

• 新潟県白山神社の紛失算額
• 右側は日本の定理 IIと呼ばれる



直径に対する円周角
0301-7/12

(1) MNR法の説明の後，簡単な例題を解かせる
直径に対する円周角などの例

(2) ラフスケッチを示す

https://youtu.be/lWY900QIduE

https://youtu.be/lWY900QIduE


中尊寺地蔵院
0301-8/12

問 図のように，正方形の中に正三角形と甲乙の2円を入
れる．その円径差を与えたとき，正方形の辺の長さは
いくらか

chusonji jizoin.cdy



白山神社 (日本の定理 II)

0301-9/12

問 三角形の中に全円，及び3線を隔てて4円 (元,利,貞,

亨)を入れる．ここで全は三角形に接し，元,利,貞は
三角形の2辺と3線に接し，亨は3線に接する．全径
が1寸のとき元,亨,利,貞の円径の和はいくらか



KeTLTSによる教材化
0301-10/12

• 日本の定理 IIの教材をKeTLTSで作成

ketcindy homeで検索

https://s-takato.github.io/ketcindyorg/offline25/kettaskv001-1id.html


まとめ
0301-11/12

• 和算の問題を解くには相当の知識と計算力が必要
• 単に話を聞くだけになってしまうことも多い
• 自分の力で解くことで一層の興味と関心を持つだろう
• 解答の手順

(1) 題意から立式する
(2) 方程式を解くのはMaximaに任せる
(3) 画面に表示される結果を見ながら修正や追加
(4) 必要に応じて図を表示

• (1)(3)(4)によって数学力を上げることに貢献



今後の課題
0301-12/12

• 解法のさらなる改良
・ 今回は，雛形を作るReadymnrをKETCindyのラ
イブラリに追加した
ある程度のプログラムスキルが教員にも必要

• 和算の資料にある問題がどの程度解けるか
「和算の館」，「日本の幾何—何題解けますか—」

• ご当地の問題を取り上げると学生の興味をより向上
• 空間のMNR法については今後の大きな課題


